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東日本電信電話（株）

● 弊社としては、今回のアンケート調査結果及び考察について、以下のとおり理解しております。

『 新規サービスの申込み者は、新規サービス内容（仕様）や料金等でサービス提供事業者を選択する
意向が高く、受付番号の桁数差は公正競争上の問題となるほどの有位差はない 』

● 新規サービスの営業においては、サービス仕様や料金、アフターサービスの充実等で事業者間の差別化を
図ることが十分に可能であることから、事業者間で営業受付番号の桁数に差があっても問題ないと考えます。

● なお、報告書（考察）内容に関するコメントについては、別紙の通りです。
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アンケート結果（考察まとめ） コメント（弊社の考え）

（a） 営業用番号の認知度差

プロモーション効果と桁数効果であるが、内訳は判別できない。

（別紙） アンケート調査結果（考察まとめ）に関するコメント

（ｂ） 桁数効果

コンジョイント分析結果として桁数効果が有意であり存在する。

（ｃ） 申し込み番号

サービス内容の差別化により、桁数効果が競走上の大き
な不利を作りだしているとは言えない。

（ｄ） 問合せ番号

受付時間等の差別化で桁数効果は打ち消せる。ただし受
付時間等に差がつけられるかどうかが論争的。

（e） 仮に受付時間等での差別化が困難な場合

桁数の差を補うためには大きな営業努力を要する。

（ｆ） 総論

問合せサービスで有力な差別化ができるかどうかがポイント。

賛同 （コメントはございません）

（C）の分析の認識とあわせて賛同 （コメントはございません）

賛同

ブロードバンド新規サービスについては、事業者間での競争状態
であり、料金設定や付加サービス有無、アフターサービス内容等
で、十分に差別化ができると考えられ、大きな不利を作りだしてい
るとは言えないと考えます。

考察の前提とアンケート方法（質問方法）に下記のような差異が
あると考えます。

問い合わせ行動と申込み行動は独立しているものとの立場に立て
ば、申込み時の意向調査結果から、番号桁数の長短は選択要因
の中で重要度が最も低く、公正競争上の問題とならないと考えます。

考察の前提 ：問合せから注文まで一連の行動と想定し、問合せ
時の動向を分析

アンケート ： 問合せを独立したサービスとして動向調査
（問い合わせ自体を目的として質問）

本アンケートは問い合わせしたい内容がなく、一般論的に問い合わ
せるとの質問設定であった事から、番号の持つ意味が番号案内（問
い合わせサービス）に近いものとなっていると思われます。

しかしながら、考察では本アンケート結果を元に、問合せからお申込
みまでを一連の行動として影響を推定している為、考察の前提が
あっていないように思われます。


